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東京海上・米国優先リートファンド（為替プレミアム）＜愛称 プレミアムリート＞ 

 
東京都千代田区丸の内１－８－２ 鉃鋼ビルディング 

お問い合わせ窓口 

東京海上アセットマネジメント サービスデスク 0120-712-016 

受付時間：営業日の９時～17時 

https://www.tokiomarineam.co.jp/ 

 

 

 

 
 

東京海上・米国優先リートファンド 

（為替プレミアム） 

＜愛称 プレミアムリート＞ 

 

運用報告書（全体版） 
 

第34期（決算日 2022年９月２日） 
第35期（決算日 2022年12月２日） 

 

 

受益者のみなさまへ 

毎々、格別のご愛顧にあずかり厚くお

礼申し上げます。 

さて、「東京海上・米国優先リートファ

ンド（為替プレミアム）＜愛称 プレミ

アムリート＞」は、このたび、第35期

の決算を行いましたので、第34期～第

35期の運用状況をまとめてご報告申し

上げます。 

今後とも一層のお引き立てを賜ります

よう、お願い申し上げます。 

 

 

当ファンドの仕組みは次の通りです。 

商品分類 
追加型投信／海外／不動産投信 
（課税上は株式投資信託として取扱われます。） 

信託期間 2014年４月１日から2024年３月１日 

運用方針 
信託財産の中長期的な成長と安定した収益の
確保をめざして運用を行います。 

主要投資 
対 象 

東京海上・米国優先 
リートファンド 

（為替プレミアム） 

外国投資信託「ＵＳプリ
ファード・リート・インカム・
ファンド」および親投資信託
「東京海上マネーマザーファン
ド」を主要投資対象とします。 

 
ＵＳプリファード・ 
リート・インカム・ 
ファンド 

米国の金融商品取引所に上
場されている不動産投資信
託または不動産投資法人が
発行する優先証券（優先リー
ト）等に投資しつつ、円に対
する米ドルのコール・オプ
ションを売却する通貨カ
バード・コール戦略を活用し
ます。 

 
東京海上 
マネーマザーファンド 

内外の公社債およびコマー
シャル・ペーパーなどを主要
投資対象とします。 

投資制限 

東京海上・米国優先 
リートファンド 

（為替プレミアム） 

・株式への直接投資は行い
ません。 

・外貨建資産への実質投資割
合には制限を設けません。 

・投資信託証券への投資割
合には制限を設けません。 

 
ＵＳプリファード・ 
リート・インカム・ 
ファンド 

・原則として、純資産総額の
10％を超える借入れは行
わないものとします。 

・同一発行体への投資割合
は、原則として、純資産総
額の10％以下とします。 

 
東京海上 
マネーマザーファンド 

・株式への投資は行いません。 
・外貨建資産への投資は、円
貨で約定し円貨で決済す
るもの（為替リスクの生じ
ないもの）に限ります。 

分配方針 

第１期の決算時には、分配を行いません。第２
期以降の毎決算時に、原則として、経費控除後
の繰越分を含めた配当等収益および売買益
（評価益を含みます。）等から、基準価額の水
準、市況動向等を勘案して分配を行う方針で
す。ただし、分配対象額が少額の場合等には、
収益分配を行わないことがあります。 
収益の分配に充当せず、信託財産内に留保し
た利益については、運用の基本方針に基づい
て運用を行います。  
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東京海上・米国優先リートファンド（為替プレミアム）＜愛称 プレミアムリート＞ 

 
原則、各表の数量、金額の単位未満は切り捨て、比率は四捨五入で表記していますので、表中の個々の数字の合計が合計欄の値と一致し

ない場合があります。ただし、単位未満の数値については小数を表記する場合があります。 

また、－印は組み入れまたは売買がないことなどを示しています。  

 

○最近10期の運用実績 
 

決 算 期 
基 準 価 額 

債   券 
組 入 比 率 

投 資 信 託 
証   券 
組 入 比 率 

純 資 産 
総 額 (分配落) 

税 込 み 
分 配 金 

期 中 
騰 落 率 

 円 円 ％ ％ ％ 百万円 
26期(2020年９月２日) 4,703 150 7.4 0.0 99.3 3,850 

27期(2020年12月２日) 4,576 150 0.5 0.0 98.8 3,638 

28期(2021年３月２日) 4,621 150 4.3 0.0 98.6 3,534 

29期(2021年６月２日) 4,755 150 6.1 0.0 99.1 3,491 

30期(2021年９月２日) 4,652 150 1.0 0.0 99.0 3,336 

31期(2021年12月２日) 4,354 150 △ 3.2 0.0 99.2 2,906 

32期(2022年３月２日) 4,105 150 △ 2.3 0.0 98.7 2,684 

33期(2022年６月２日) 3,753 150 △ 4.9 0.0 98.7 2,413 

34期(2022年９月２日) 3,608 150 0.1 0.0 99.1 2,271 
35期(2022年12月２日) 2,941 150 △14.3 0.0 98.6 1,778 

 
（注） 基準価額の騰落率は分配金込みです。 
（注） 当ファンドは親投資信託を組み入れますので、「債券組入比率」は実質比率を記載しています。 

 

 

○当作成期中の基準価額と市況等の推移 

決 算 期 年 月 日 
基 準 価 額 債   券 

組 入 比 率 

投 資 信 託 
証   券 
組 入 比 率  騰 落 率 

第34期 

(期  首) 円 ％ ％ ％ 
2022年６月２日 3,753 － 0.0 98.7 

６月末 3,607 △ 3.9 0.0 97.7 

７月末 3,683 △ 1.9 0.0 97.6 

８月末 3,843 2.4 0.0 95.2 

(期  末)     
2022年９月２日 3,758 0.1 0.0 99.1 

第35期 

(期  首)     
2022年９月２日 3,608 － 0.0 99.1 

９月末 3,322 △ 7.9 0.0 98.6 

10月末 3,118 △13.6 0.0 98.1 

11月末 3,068 △15.0 0.0 93.7 

(期  末)     
2022年12月２日 3,091 △14.3 0.0 98.6 

 
（注） 期末基準価額は分配金込み、騰落率は期首比です。 
（注） 当ファンドは親投資信託を組み入れますので、「債券組入比率」は実質比率を記載しています。 
 

当ファンドにベンチマークはなく、また当ファンドの運用方針に対して適切に比較できる指数もないため、ベンチマーク、参考指数を記載
していません。 
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東京海上・米国優先リートファンド（為替プレミアム）＜愛称 プレミアムリート＞ 

○運用経過 (2022年６月３日～2022年12月２日) 

■作成期間中の基準価額等の推移 
 

  

  
（注） 分配金再投資基準価額は、分配金（税込み）を分配時に再投資したものとみなして計算したもので、ファンド運用の実質的なパフォー

マンスを示すものです。 

（注） 分配金を再投資するかどうかについてはお客様がご利用のコースにより異なります。また、ファンドの購入価額により課税条件も異な

ります。したがって、お客様の損益の状況を示すものではありません。 

（注） 分配金再投資基準価額は、作成期首（2022年６月２日）の値が基準価額と同一となるように指数化しています。 

 

◇基準価額の主な変動要因 
プラス要因 

・保有する優先リートの配当収入 

・通貨オプションのプレミアム収入 

 

マイナス要因 

・ロシアのウクライナ侵攻に伴う資源価格の上昇を背景としたインフレ懸念の高まりを受けて、欧米中央銀行が積極的な

金融引き締め姿勢を示したこと 

・米国長期金利の上昇に伴う景気減速懸念などから、世界的に株式市場の売り圧力が強まったこと 

・円安米ドル高の進行に伴う通貨オプションの評価損 

 

  



品 名：90049_635058_035_02_東京海上・米国優先リートファンド（為替プレミアム）_946218.docx 

日 時：2023/1/18 9:07:00 

ページ：3 

 

－ 3 － 

東京海上・米国優先リートファンド（為替プレミアム）＜愛称 プレミアムリート＞ 

■投資環境 
【米国優先リート市場】 

当作成期の米国優先リート市場は下落しました。作成期前半、米国でインフレ進行の勢いが弱まったとの見方が広まり、

今後の利上げペース加速への懸念が後退したことにより、米国優先リート市場は一時底打ちの動きを見せましたが、作成期

半ばから作成期末にかけては再びインフレ懸念が高まり、欧米中央銀行の積極的な金融引き締め姿勢が確認されると、世界

的にリスク資産に対する売り圧力が強まり、米国優先リート市場は下落基調を強めました。 

 

【為替市場】 

当作成期の米ドル円為替レートは、円安米ドル高となりました。日銀が金融緩和政策を継続する一方、ウクライナ紛争に

伴う資源価格の上昇を背景としたインフレ懸念の高まりを受けて、FRB（米連邦準備制度理事会）が金融引き締め政策を継

続したことから、日米の金利差が拡大し、円安米ドル高基調が継続しました。作成期末にかけてはFRBによる利上げペース

加速への懸念が後退し円高米ドル安が進行しましたが、作成期初からは円安米ドル高となりました。 

 

【通貨オプション動向】 

当作成期の米ドル円為替レートのボラティリティ（変動性）は上昇しました。作成期前半、FRBによる積極的な金融引き

締めを背景に円安米ドル高が進行し、ボラティリティは上昇傾向となりました。作成期後半は、インフレにピークアウトの

兆しが見えつつあるとの期待が高まり、ボラティリティは安定的に推移しました。 
（注）一般にボラティリティが上昇すると、オプションのプレミアムは高くなる傾向があります。 

 

■ポートフォリオについて 
＜東京海上・米国優先リートファンド（為替プレミアム）＞ 

「USプリファード・リート・インカム・ファンド」（以下、外国投資信託証券）および「東京海上マネーマザーファンド」

（以下、親投資信託）を主要投資対象とし、外国投資信託証券の組入比率を高位に維持しました。 

当ファンドの基準価額（税引前分配金再投資）は、主に外国投資信託証券の値動きを反映し、14.2％下落しました。 

 

＜外国投資信託証券＞ 

安定的な配当が見込まれる銘柄のなかでも、高い配当利回りが期待できると考える銘柄に着目して投資を行いました。セ

クター別では、ヘルスケアや工場生産型住宅が他の物件タイプのパフォーマンスを上回った一方、オフィスなどのパフォー

マンスは相対的に劣後しました。また、通貨コール・オプションのカバー率は高位を維持しました。 

当作成期は、保有する優先リートの配当収入や通貨オプションのプレミアム収入などはプラスに寄与したものの、保有す

る優先リートの価格下落や通貨オプションの評価損などがマイナスに寄与し、基準価額（分配金再投資）は下落しました。 
（用途別分類は、ハイトマンの分類に基づきます。） 

 

＜親投資信託＞ 

元本の安全性と流動性を重視して政府保証債や地方債を中心とする円建て短期公社債に投資し、プラスの収益の確保に

努めました。その結果、基準価額はおおむね横ばいで推移しました。 

 

■当ファンドのベンチマークとの差異 
当ファンドは運用の目標となるベンチマークを設けていません。 

また、当ファンドの運用方針に対して適切に比較できる参考指数もないため、記載する事項はありません。 
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東京海上・米国優先リートファンド（為替プレミアム）＜愛称 プレミアムリート＞ 

■分配金 
当ファンドの収益分配方針に基づき、基準価額の水準や市況動向などを勘案して、次表の通りとしました。なお、収益分

配に充てなかった収益については信託財産内に留保し、当ファンドの運用方針に基づいて運用を行います。 
 

◇分配原資の内訳 

 （単位：円、１万口当たり、税込み） 

項 目 
第34期 第35期 

2022年６月３日～ 
2022年９月２日 

2022年９月３日～ 
2022年12月２日 

当期分配金 150  150  

(対基準価額比率) 3.991％ 4.853％ 

 当期の収益 150  150  

 当期の収益以外 －  －  

翌期繰越分配対象額 465  482  
 

（注） 対基準価額比率は当期分配金（税込み）の期末基準価額（分配金込み）に対する比率であり、ファンドの収益率とは異なります。 
（注） 当期の収益、当期の収益以外は小数点以下切捨てで算出しているため合計が当期分配金と一致しない場合があります。 

 

○今後の運用方針  

＜東京海上・米国優先リートファンド（為替プレミアム）＞ 

外国投資信託証券と親投資信託を主要投資対象とし、外国投資信託証券の組入比率を高位に維持します。 
 

＜外国投資信託証券＞ 

足元、新型コロナウイルスの新規感染者数は世界的に落ち着いた状況にある一方、ウクライナへの軍事侵攻を受けてコモ
ディティ（商品）価格を中心にインフレが高進し、欧米中央銀行の金融引き締め政策の継続による世界経済への影響につい

ては注視する必要があると考えます。 
不動産市場では、経済活動の再開による恩恵が徐々に表れ始めています。ホテル・リゾート施設は、郊外を中心に収益は

コロナ禍以前の水準まで回復してきています。また、商業施設などでは、コロナ禍で大きな打撃を受けてきたショッピング

モールで空室率が低下に転じています。オフィスは、在宅勤務の浸透による構造的な影響は依然として不透明ですが、オ
フィスの必要性が再認識され、労働者一人当たりの必要面積が拡大する可能性も指摘されています。一方、賃貸住宅は、居
住という人々の生活における重要なニーズを満たす物件タイプであるため、他の物件タイプと比較して影響は限定的と考

えます。物流施設も、経済成長の鈍化から短期的には影響を受けるものの、インターネット販売の需要は底堅く、特に消費
地に近接した物件は力強さを保つと想定しています。 
このような環境下、コロナ禍後の人々の生活嗜好や人口動態などから恩恵を受ける銘柄や、コロナ禍後を見据えた新たな

投資運用戦略を執行できるだけの財務的な体力を有する銘柄は、相対的に高い収益性を示す可能性があると考えます。 
引き続き、個別銘柄のバランスシートおよびキャッシュフローの健全性により着目し、安定的な配当が期待される銘柄に

投資を行う方針です。 

なお、コール・オプションのカバー率は引き続き高位に維持する方針です。 
 

＜親投資信託＞ 

国内の短期金利は、日銀が当面は緩和的な政策を継続するとの見方から、マイナス水準にとどまると予想しています。た
だし、欧米中央銀行がインフレ対応を目的として金融引き締めを実施するなか、将来的な日銀の金融政策修正を巡る動向に

は留意が必要です。 
このような環境下、政府保証債や地方債を中心とする円建て短期公社債およびコマーシャル・ペーパーを主要投資対象と

して運用することにより、プラスの収益の確保もしくはマイナス幅を極力最小化するように努める方針です。 
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東京海上・米国優先リートファンド（為替プレミアム）＜愛称 プレミアムリート＞ 

○１万口当たりの費用明細 (2022年６月３日～2022年12月２日) 

項 目 
第34期～第35期 

項 目 の 概 要 
金 額 比 率 

  円 ％  

（a） 信 託 報 酬 18  0.538  (a)信託報酬＝作成期間の平均基準価額×信託報酬率 

 （ 投 信 会 社 ） ( 7)  (0.196)  ＊委託した資金の運用、基準価額の計算、目論見書作成等の対価 

 （ 販 売 会 社 ） (11)  (0.331)  ＊購入後の情報提供、運用報告書等各種書類の送付、口座内でのファンドの 
 管理および事務手続き等の対価 

 （ 受 託 会 社 ） ( 0)  (0.011)  ＊運用財産の保管・管理、委託会社からの指図の実行の対価 

（b） そ の 他 費 用 0   0.006   (b)その他費用＝作成期間のその他費用÷作成期間の平均受益権口数 

 （ 監 査 費 用 ） ( 0)  (0.006)  ＊監査費用は、監査法人に支払うファンドの監査に係る費用 

 合 計 18   0.544    

作成期間の平均基準価額は、3,440円です。  

 
（注） 作成期間の費用（消費税等のかかるものは消費税等を含む）は、追加・解約により受益権口数に変動があるため、簡便法により算出し

た結果です。 

（注） 消費税は報告日の税率を採用しています。 

（注） 各金額は項目ごとに円未満を四捨五入しています。 

（注） その他費用は、当ファンドが組み入れている親投資信託が支払った金額のうち、当ファンドに対応するものを含みます。 

（注） 各項目の費用は、このファンドが組み入れている投資信託証券（親投資信託を除く｡）が支払った費用を含みません。 

（注） 各比率は１万口当たりのそれぞれの費用金額（円未満の端数を含む）を作成期間の平均基準価額で除して100を乗じたものです。 
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東京海上・米国優先リートファンド（為替プレミアム）＜愛称 プレミアムリート＞ 

（参考情報） 

◯総経費率 

作成期間の運用・管理にかかった費用の総額（原則として、募集手数料、売買委託手数料および

有価証券取引税を除く。）を作成期間の平均受益権口数に作成期間の平均基準価額（１口当たり）

を乗じた数で除した総経費率（年率）は2.03％です。 
 

  

  
（注） 当ファンドの費用は１万口当たりの費用明細において用いた簡便法により算出したものです。 

（注） 各費用は、原則として、募集手数料、売買委託手数料および有価証券取引税を含みません。 

（注） 各比率は、年率換算した値です。 

（注） 投資先ファンドとは、当ファンドが組み入れている投資信託証券（親投資信託を除く。）です。 

（注） 当ファンドの費用は、親投資信託が支払った費用を含み、投資先ファンドが支払った費用を含みません。 

（注） 当ファンドの費用と投資先ファンドの費用は、計上された期間が異なる場合があります。 

（注） 上記の前提条件で算出したものです。このため、これらの値はあくまでも参考であり、実際に発生した費用の比率とは異なります。 
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東京海上・米国優先リートファンド（為替プレミアム）＜愛称 プレミアムリート＞ 

○売買及び取引の状況 (2022年６月３日～2022年12月２日) 

 

 

銘 柄 
第34期～第35期 

買 付 売 付 
口 数 金 額 口 数 金 額 

   千口  千円  千口 千円  
外  国 
(邦貨建) 

ケイマン ＵＳプリファード・リート・インカム・ファンド －  －  31 100,000  
 
（注） 金額は受渡代金です。 

 

○利害関係人との取引状況等 (2022年６月３日～2022年12月２日) 

 

 該当事項はございません。 

 
利害関係人とは、投資信託及び投資法人に関する法律第11条第1項に規定される利害関係人です。 

 

○組入資産の明細 (2022年12月２日現在) 

 

銘 柄 
第33期末 第35期末 

口 数 口 数 評 価 額 比 率 

 千口 千口 千円 ％ 

ＵＳプリファード・リート・インカム・ファンド 658 627 1,753,906 98.6 

合 計 658 627 1,753,906 98.6 
 
（注） 比率は、純資産総額に対する評価額の割合です。 

 

 

銘 柄 
第33期末 第35期末 

口 数 口 数 評 価 額 

 千口 千口 千円 

東京海上マネーマザーファンド 989 989 1,000 
 
 
 

  

投資信託証券 

親投資信託残高 
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東京海上・米国優先リートファンド（為替プレミアム）＜愛称 プレミアムリート＞ 

○投資信託財産の構成 (2022年12月２日現在) 

項 目 
第35期末 

評 価 額 比 率 

 千円 ％ 

投資信託受益証券 1,753,906 93.5 

東京海上マネーマザーファンド 1,000 0.1 

コール・ローン等、その他 120,885 6.4 

投資信託財産総額 1,875,791 100.0 
 
 
 

○資産、負債、元本及び基準価額の状況 

項 目 
第34期末 第35期末 

2022年９月２日現在 2022年12月２日現在 

  円 円 

(A) 資産 2,373,427,444   1,875,791,031   

 コール・ローン等 122,400,078   120,883,480   

 投資信託受益証券(評価額) 2,250,026,278   1,753,906,562   

 東京海上マネーマザーファンド(評価額) 1,001,088   1,000,989   

(B) 負債 102,034,866   96,925,298   

 未払収益分配金 94,435,727   90,730,539   

 未払解約金 1,094,863   728,582   

 未払信託報酬 6,438,132   5,410,544   

 未払利息 157   183   

 その他未払費用 65,987   55,450   

(C) 純資産総額(Ａ－Ｂ) 2,271,392,578   1,778,865,733   

 元本 6,295,715,190   6,048,702,651   

 次期繰越損益金 △4,024,322,612   △4,269,836,918   

(D) 受益権総口数 6,295,715,190口 6,048,702,651口 

 １万口当たり基準価額(Ｃ／Ｄ) 3,608円 2,941円 
 

（注） 当ファンドの第34期首元本額は6,430,690,256円、第34～35期中追加設定元本額は164,709,876円、第34～35期中一部解約元本額は

546,697,481円です。 

（注） 上記表中の次期繰越損益金が△表示の場合は、当該金額が投資信託財産の計算に関する規則第55条の６第10号に規定する額（元本の欠

損）となります。 

（注） 上記表中の１万口当たり基準価額が、投資信託財産の計算に関する規則第55条の６第11号に規定する計算口数当たりの純資産の額とな

ります。 
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東京海上・米国優先リートファンド（為替プレミアム）＜愛称 プレミアムリート＞ 

○損益の状況 

項 目 
第34期 第35期 

2022年６月３日～ 
2022年９月２日 

2022年９月３日～ 
2022年12月２日 

  円 円 
(A) 配当等収益 109,481,809   106,560,575   
 受取配当金 109,487,023   106,568,726   
 受取利息 94   －   
 支払利息 △        5,308   △        8,151   
(B) 有価証券売買損益 △   99,837,300   △  414,046,236   
 売買益 1,444,790   11,686,572   
 売買損 △  101,282,090   △  425,732,808   
(C) 信託報酬等 △    6,504,119   △    5,465,994   
(D) 当期損益金(Ａ＋Ｂ＋Ｃ) 3,140,390   △  312,951,655   
(E) 前期繰越損益金 △3,331,207,483   △3,244,136,192   
(F) 追加信託差損益金 △  601,819,792   △  622,018,532   
 (配当等相当額) (     55,067,170)  (     55,957,221)  
 (売買損益相当額) (△  656,886,962)  (△  677,975,753)  
(G) 計(Ｄ＋Ｅ＋Ｆ) △3,929,886,885   △4,179,106,379   
(H) 収益分配金 △   94,435,727   △   90,730,539   
 次期繰越損益金(Ｇ＋Ｈ) △4,024,322,612   △4,269,836,918   
 追加信託差損益金 △  601,819,792   △  622,018,532   
 (配当等相当額) (     55,067,173)  (     55,957,222)  
 (売買損益相当額) (△  656,886,965)  (△  677,975,754)  
 分配準備積立金 237,811,159   236,090,634   
 繰越損益金 △3,660,313,979   △3,883,909,020   

 
（注） (B)有価証券売買損益は、各期末の評価換えによるものを含みます。 
（注） (C)信託報酬等は、消費税等相当額を含めて表示しています。 
（注） (F)追加信託差損益金は、信託の追加設定の際、追加設定をした価額から元本を差し引いた差額分です。 
（注） 分配金の計算過程は以下の通りです。 

項 目 
第34期 第35期 

2022年６月３日～ 
2022年９月２日 

2022年９月３日～ 
2022年12月２日 

a. 配当等収益(費用控除後) 102,978,700円 101,095,475円 

b. 有価証券等損益額(費用控除後) 0円 0円 

c. 信託約款に規定する収益調整金 55,067,173円 55,957,222円 

d. 信託約款に規定する分配準備積立金 229,268,186円 225,725,698円 

e. 分配対象収益(a＋b＋c＋d) 387,314,059円 382,778,395円 

f. 分配対象収益(１万口当たり) 615円 632円 

g. 分配金 94,435,727円 90,730,539円 

h. 分配金(１万口当たり) 150円 150円 

 

○分配金のお知らせ  

 第34期 第35期 

１万口当たり分配金（税込み） 150円 150円 
 

（注） 分配落ち後の基準価額が個別元本と同額または上回る場合は、分配金は全額普通分配金となります。 
（注） 分配前の基準価額が個別元本を上回り、分配後の基準価額が個別元本を下回る場合は、分配金は個別元本を上回る部分が普通分配金、

下回る部分が元本払戻金（特別分配金）となります。 
（注） 分配前の基準価額が個別元本と同額または下回る場合は、分配金は全額元本払戻金（特別分配金）となります。 
（注） 元本払戻金（特別分配金）が発生した場合は、分配金発生時に個々の受益者の個別元本から当該元本払戻金（特別分配金）を控除した

額が、その後の個々の受益者の個別元本となります。 
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東京海上・米国優先リートファンド（為替プレミアム）＜愛称 プレミアムリート＞ 

○（参考情報）親投資信託の組入資産の明細 (2022年12月２日現在) 

＜東京海上マネーマザーファンド＞ 
 下記は、東京海上マネーマザーファンド全体(8,449千口)の内容です。 

 

(Ａ)国内(邦貨建)公社債 種類別開示 

区 分 

第35期末 

額 面 金 額 評 価 額 組 入 比 率 
うちＢＢ格以下 
組 入 比 率 

残存期間別組入比率 

５年以上 ２年以上 ２年未満 

 千円 千円 ％ ％ ％ ％ ％  

地方債証券 
3,000 3,000 35.1 － － － 35.1  

(3,000) (3,000) (35.1) (－) (－) (－) (35.1) 

特殊債券 
(除く金融債) 

3,000 3,000 35.1 － － － 35.1  

(3,000) (3,000) (35.1) (－) (－) (－) (35.1) 

合 計 
6,000 6,000 70.2 － － － 70.2  

(6,000) (6,000) (70.2) (－) (－) (－) (70.2) 
 
（注） ( )内は非上場債で内書きです。 

（注） 組入比率は、このファンドが組み入れている親投資信託の純資産総額に対する評価額の割合です。 

（注） 評価については金融商品取引業者、価格情報会社等よりデータを入手しています。 

 

(Ｂ)国内(邦貨建)公社債 銘柄別開示 
 

銘 柄 
第35期末 

利 率 額 面 金 額 評  価  額 償 還 年 月 日 
地方債証券 ％ 千円 千円  
平成29年度第10回福岡市公募公債（５年） 0.03 3,000 3,000 2022/12/26 

小 計  3,000 3,000  
特殊債券(除く金融債)     
第43回政府保証地方公共団体金融機構債券 0.734 3,000 3,000 2022/12/16 

小 計  3,000 3,000  
合 計  6,000 6,000   

（注） 株式、新株予約権証券および株式の性質を有するオプション証券等の組み入れはありません。 
 

 

 

国内公社債 
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